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本
書
は
、『
青
森
県
史
』
や
『
新
編
八
戸
市
史
』『
新
編
弘
前
市
史　

岩
木
地
区
』

の
編
さ
ん
に
関
わ
っ
た
本
田
伸
氏
に
よ
る
八
戸
藩
の
通
史
本
で
あ
る
。
著
者
は
平
成

二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
に
同
シ
リ
ー
ズ
の
『
弘
前
藩
』
を
刊
行
し
て
お
り
、
そ
れ
に

続
く
二
冊
目
の
著
書
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
本
書
の
構
成
を
見
て
み
よ
う
。

　

プ
ロ
ロ
ー
グ　

八
戸
藩
物
語

　

第
一
章　

八
戸
藩
の
は
じ
ま
り

　
【
1
】　

八
戸
藩
の
成
立

　
【
2
】　

藩
政
の
開
始

　

第
二
章　

領
内
支
配
と
中
期
藩
政

　
【
1
】　

八
戸
南
部
家
の
人
々

　
【
2
】　

藩
士
と
江
戸
勤
め

　
【
3
】　

中
期
藩
政
と
財
政
難

　

第
三
章　

八
戸
藩
の
文
化
と
人
物

　
【
1
】　

八
戸
藩
の
人
々

　
【
2
】　

安
藤
昌
益
の
時
代

　

第
四
章　

八
戸
に
生
き
る
人
々

　

本
田　

伸
著

『
シ
リ
ー
ズ
藩
物
語　

八
戸
藩
』

蔦
谷　

大
輔

　
【
1
】　

八
戸
の
城
下
町

　
【
2
】　

都
市
と
村
の
生
活

　
【
3
】　

民
衆
の
移
動
と
交
流

　

第
五
章　

文
政
改
革
と
後
期
藩
政

　
【
1
】　

文
政
改
革

　
【
2
】　

北
方
警
備
と
家
格
上
昇

　

第
六
章　

八
戸
藩
の
幕
末
維
新

　
【
1
】　

戊
辰
戦
争
に
揺
れ
る

　
【
2
】　

明
治
へ
の
移
行

　
【
3
】　

近
代
化
の
な
か
の
八
戸

　

エ
ピ
ロ
ー
グ　

八
戸
藩
と
地
震
・
津
波

　

本
書
は
、
前
著
『
弘
前
藩
』
同
様
に
本
文
下
部
に
内
容
に
関
す
る
写
真
が
掲
載
さ

れ
、
歴
史
用
語
の
注
記
も
記
さ
れ
て
お
り
、
出
版
社
に
よ
る
シ
リ
ー
ズ
編
集
方
針
は

一
貫
し
て
い
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
、「
八
戸
が
、
地
域
社
会
や
経
済
活
動
が
継
続

的
か
つ
連
続
的
に
発
展
し
て
き
た
土
地
で
あ
る
こ
と
」
を
強
く
意
識
し
て
書
か
れ
て

お
り
（「
プ
ロ
ロ
ー
グ
」）、
一
般
読
者
で
も
八
戸
の
発
展
の
歴
史
に
興
味
を
惹
く
よ

う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
加
え
て
、『
青
森
県
史
』
や
『
新
編
八
戸

市
史
』
等
の
最
新
の
研
究
成
果
を
反
映
し
、
資
料
に
即
し
た
記
述
を
貫
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
八
戸
藩
の
歴
史
を
研
究
す
る
入
門
書
と
し
て
も
役
立
つ
一
冊
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
各
章
の
主
な
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。

　

第
一
章
は
、
八
戸
藩
の
成
立
を
め
ぐ
る
動
向
と
領
内
行
政
区
分
の
整
備
に
つ
い
て

取
り
あ
げ
て
い
る
。
盛
岡
藩
と
の
藩
境
交
渉
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
り
、
馬
淵
川
の
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川
筋
の
変
化
が
原
因
で
揉
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
（「
こ
じ
れ
た
藩
境
問
題
」）。

　

第
二
章
は
、
初
代
藩
主
南
部
直
房
か
ら
六
代
信
依
ま
で
の
藩
主
の
人
物
像
、
そ
し

て
藩
政
、
江
戸
勤
役
、
財
政
等
を
扱
っ
て
い
る
。
立
藩
に
あ
た
っ
て
盛
岡
藩
か
ら
藩

士
が
分
け
与
え
ら
れ
た
り
（「
家
臣
団
の
形
成
」）、
当
初
は
国
元
と
江
戸
と
の
飛
脚

は
盛
岡
藩
の
飛
脚
に
頼
っ
て
い
た
り
と
（「
飛
脚
が
走
る
」）、
立
藩
当
初
は
盛
岡
藩

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
藩
体
制
を
整
え
て
い
っ
た
こ
と
や
、
平
地
が
少
な
く
ヤ
マ
セ

の
影
響
か
ら
稲
作
よ
り
も
畑
作
を
重
視
し
て
金
納
を
認
め
る
金
目
制
を
導
入
し
た
こ

と
（「
八
戸
藩
の
生
産
力
と
税
制
」）、
藩
の
支
出
を
商
人
に
肩
代
わ
り
さ
せ
る
勝
手

仕
送
り
制
を
導
入
し
た
が
、
藩
の
借
金
は
膨
ら
む
一
方
で
あ
っ
た
こ
と
（「
藩
財
政

は
借
金
体
質
」）、
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

第
三
章
は
、
八
戸
藩
に
伝
わ
る
信
仰
・
芸
能
・
学
問
な
ど
の
文
化
に
つ
い
て
取
り

あ
げ
て
い
る
。
櫛
引
八
幡
宮
に
伝
わ
る
信
仰
や
文
化
財
に
つ
い
て
（「「
南
部
一
ノ

宮
」
の
大
鎧
」）、
八
戸
に
広
ま
っ
た
異
な
る
個
性
を
持
つ
仏
像
に
つ
い
て
（「
奇
峰

学
秀
と
津
要
玄
梁
」）、
俳
諧
の
み
な
ら
ず
書
画
や
絵
図
な
ど
も
作
成
し
た
三
峰
館
寛

兆
に
つ
い
て
（「
俳
句
文
化
の
広
が
り
」）、
八
戸
に
和
算
を
伝
え
た
真
法
恵
賢
（「
八

戸
の
和
算
と
真
法
恵
賢
」）
や
、
平
田
国
学
に
入
門
し
た
人
々
に
よ
る
学
問
的
な
交

流
（「
書
物
仲
間
の
結
成
」）、
な
ど
に
つ
い
て
取
り
あ
げ
て
い
る
。
な
か
で
も
安
藤

昌
益
に
つ
い
て
は
、
藩
日
記
等
に
見
え
る
昌
益
の
動
向
（「
安
藤
昌
益
の
人
物
像
」）

や
昌
益
の
著
作
物
の
伝
来
（「
刊
本
『
自
然
真
営
道
』
の
発
見
」
ほ
か
）
と
、
そ
れ

に
見
え
る
昌
益
の
直
耕
論
に
つ
い
て
（「
法
世
と
自
然
世
」
ほ
か
）、
な
ど
詳
細
に
取

り
あ
げ
て
い
る
。

　

第
四
章
は
、
藩
内
の
都
市
や
村
に
住
む
人
々
の
生
活
や
、
人
々
の
交
流
に
つ
い
て

取
り
あ
げ
て
い
る
。
八
戸
市
の
中
心
街
に
現
在
も
残
さ
れ
て
い
る
藩
政
時
代
の
町
割

り
に
は
、
市
日
に
ち
な
む
町
名
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
八
戸
城
下
の
繁
栄
と

発
展
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（「
城
下
と
町
割
り
」）。
ま
た
、
藩

士
遠
山
家
が
書
き
記
し
た
一
〇
九
冊
の
「
遠
山
家
日
記
」
か
ら
、
知
行
地
経
営
や
江

戸
詰
め
生
活
な
ど
藩
士
生
活
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
（「
あ
る
藩

士
の
記
録
」
ほ
か
）。
八
戸
の
祭
礼
と
し
て
「
三
社
大
祭
」
と
「
え
ん
ぶ
り
」
を
取

り
あ
げ
て
、
南
部
地
方
特
有
の
祭
礼
の
様
子
と
（「
祭
礼
に
見
る
八
戸
①
」
ほ
か
）、

農
業
改
良
、
漁
業
、
鉱
業
な
ど
藩
内
の
各
産
業
に
つ
い
て
取
り
あ
げ
て
い
る
（「
淵

沢
円
右
衛
門
の
挑
戦
」
ほ
か
）。【
3
】
で
は
、
東
北
周
遊
の
旅
に
出
た
落
語
家
滑
稽

屋
語
仏
の
旅
行
記
を
も
と
に
、
八
戸
の
人
々
と
の
交
流
に
つ
い
て
取
り
あ
げ
て
い
る

と
と
も
に
（「
あ
る
落
語
家
の
来
訪
」
ほ
か
）、
大
岡
長
兵
衛
が
記
し
た
『
多
志
南
美

草
』
か
ら
幕
末
情
勢
に
対
す
る
八
戸
の
人
々
の
認
識
に
つ
い
て
取
り
あ
げ
て
い
る

（「
大
岡
長
兵
衛
の
幕
末
」）。

　

第
五
章
は
、
野
村
武
一
に
よ
る
文
政
改
革
と
、
北
方
警
備
と
家
格
上
昇
の
動
向
に

つ
い
て
取
り
あ
げ
て
い
る
。
文
政
改
革
は
、
藩
に
よ
る
国
産
物
買
い
上
げ
と
江
戸
で

の
販
売
を
核
と
し
た
経
済
政
策
だ
っ
た
こ
と
（「
野
村
武
一
の
登
場
」
ほ
か
）、
国
産

物
買
い
上
げ
で
躍
進
し
た
の
は
鉄
山
経
営
等
で
成
功
し
た
西
町
屋
だ
っ
た
こ
と

（「
御
調
役
所
の
設
置
」
ほ
か
）、
文
政
改
革
は
成
功
し
藩
財
政
は
潤
っ
た
が
、
農
業

政
策
は
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
た
た
め
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
「
稗
三
合
一

揆
」
が
起
こ
っ
た
こ
と
（「「
稗
三
合
一
揆
」
と
民
衆
」）、
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
十
八
世
紀
末
に
ロ
シ
ア
の
接
近
に
伴
っ
て
北
方
情
勢
が
緊
迫
し
た
が
、
文
政

八
年
に
八
戸
藩
の
沖
合
に
異
国
船
が
渡
来
し
、
大
筒
や
鉄
砲
を
打
ち
か
け
て
追
い

払
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
お
り
（「
八
戸
藩
の
海
防
体
制
」）、
異
国
船
打
払
令
発
布

後
の
対
応
例
と
し
て
興
味
深
い
。
そ
し
て
、
表
高
二
万
石
の
八
戸
藩
は
城
を
持
っ
て
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い
な
か
っ
た
が
、
幕
府
へ
の
働
き
か
け
で
城
主
格
に
昇
進
し
た
こ
と（「「
八
戸
城
主
」

請
願
運
動
」）、
薩
摩
藩
主
島
津
家
か
ら
婿
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
十
代
藩
主
信
順

は
、
二
万
石
の
大
名
と
し
て
は
破
格
の
侍
従
に
昇
進
し
た
こ
と
（「
島
津
家
か
ら
来

た
婿
養
子
」
ほ
か
）、
な
ど
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
大
身
大
名
と
の
結
び
つ
き

が
家
格
に
も
影
響
し
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　

第
六
章
は
幕
末
維
新
期
の
八
戸
藩
の
動
向
と
、
近
代
の
八
戸
の
様
子
に
つ
い
て
取

り
あ
げ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
戊
辰
戦
争
に
お
い
て
、
幕
府
や
朝
廷
と
の
板
挟
み

で
東
北
諸
藩
は
身
の
処
し
方
に
苦
し
ん
だ
こ
と
（「
異
な
る
出
兵
命
令
」
ほ
か
）、
盛

岡
藩
と
の
歩
調
を
合
わ
せ
つ
つ
情
勢
を
捉
え
て
独
自
の
行
動
を
と
っ
て
い
た
こ
と

（「
同
盟
の
動
揺
」
ほ
か
）、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
、
旧
幕
府
脱
走
艦
に
乗
り

組
ん
で
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
に
対
し
八
戸
藩
公
用
人
太
田
喜
満
多
が
石
炭
を
売
り
払
い
、

そ
の
件
で
新
政
府
に
問
い
た
だ
さ
れ
た
こ
と
（「
フ
ラ
ン
ス
人
へ
石
炭
売
却
」）、
廃

藩
置
県
に
よ
り
八
戸
県
、
合
併
に
よ
り
青
森
県
が
誕
生
し
た
こ
と
（「
廃
藩
置
県
と

青
森
県
の
誕
生
」）、
な
ど
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
本
章
に
は
廃
藩
置
県
以
後
の
八
戸
に
つ
い
て
も
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

明
治
初
期
に
キ
リ
ス
ト
教
が
黙
認
さ
れ
る
と
八
戸
で
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
宣
教
が

始
ま
っ
た
こ
と
（
源
晟
と
八
戸
の
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
）、
東
洋
捕
鯨
会
社
の
経
営

に
対
す
る
周
辺
漁
民
の
不
満
に
よ
っ
て
会
社
が
焼
き
打
ち
に
さ
れ
た
事
件
（「
全
国

に
伝
わ
っ
た
東
洋
捕
鯨
会
社
焼
き
打
ち
事
件
」）、
港
湾
施
設
の
整
備
に
よ
り
日
本
有

数
の
水
揚
げ
量
を
誇
る
八
戸
港
が
築
か
れ
た
こ
と
（「
漁
業
の
近
代
化
と
八
戸
港
の

発
展
」）、
な
ど
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
近
代
の
歴
史
ま
で
扱
っ
た
の

は
、「
震
災
の
記
憶
を
留
め
る
た
め
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
を
用
意
し
た
こ
と
で
、
近
代
以

降
の
八
戸
の
発
展
と
港
湾
整
備
に
少
な
か
ら
ず
触
れ
る
必
要
が
生
じ
た
」（「
あ
と
が

き
」）
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
エ
ピ
ロ
ー
グ
に
お
け
る
八
戸
の
地
震
・

津
波
災
害
と
そ
の
復
興
へ
の
強
い
意
思
を
理
解
す
る
た
め
の
土
台
と
し
て
こ
れ
ら
の

内
容
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
書
の
内
容
は
八
戸
藩
の
歴
史
の
み
な
ら
ず
、
八
戸
が
直
面
し
た

災
害
に
対
し
て
も
目
が
行
き
届
く
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
著
者
が
こ
の
内
容

に
し
た
の
は
、
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
る
と
い
う（「
あ

と
が
き
」）。
著
者
は
故
郷
の
八
戸
が
震
災
で
壊
さ
れ
た
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
た

こ
と
で
、
震
災
と
向
き
合
い
、
復
興
し
て
い
く
姿
を
記
憶
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性

に
か
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ヤ
マ
セ
が
吹
き
農
業
生
産
性
が
低
い
地
域
と
い
う
逆
境
を
、
海
と
の
か
か
わ
り
を

通
じ
て
乗
り
越
え
発
展
し
た
八
戸
藩
と
、
東
日
本
大
震
災
を
乗
り
越
え
復
興
を
目
指

す
人
々
の
姿
は
重
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
書
は
、
八
戸
藩
の
歴
史
の
み
な
ら
ず
、

様
々
な
逆
境
を
乗
り
越
え
て
い
っ
た
人
々
の
姿
を
も
学
べ
る
本
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
本
書
は
是
非
多
く
の
人
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
評
者

の
勘
違
い
や
間
違
い
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
ご
寛
恕
い
た
だ
き
た
い
。

（
Ａ
5
判
、
二
〇
八
頁
、
現
代
書
館
出
版
、
二
〇
一
八
年
二
月
刊
行
、
価
格
一
六
〇

〇
円
＋
税
）

（
つ
た
や
・
だ
い
す
け　

青
森
県
立
鰺
ヶ
沢
高
等
学
校
臨
時
講
師
）


